
出
し
た
人
（
港
区
議
会
議
員
選
挙
）

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

▼
投
票
が
で
き
る
期
間
・
時
間

東
京
都
知
事
選
挙

４
月
１２
日
（
土
）
ま
で

港
区
議
会
議
員
選
挙

４
月
２０
日
（
日
）
〜
２６
日
（
土
）

時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

▼
投
票
が
で
き
る
場
所

区
役
所
７
階
７
１
２
会
議
室
（
港

区
全
域
の
人
）、
麻
布
・
赤
坂
・
高

輪
・
芝
浦
港
南
支
所
お
よ
び
台
場
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
区

役
所
以
外
は
、
そ
の
管
内
に
住
ん
で

い
る
人
）

ま
た
、
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施

設
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や

老
人
ホ
ー
ム
等
（
区
内
に
２２
か
所
あ

り
ま
す
）
に
入
所
中
の
人
は
、
施
設

内
で
投
票
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。そ

の
ほ
か
に
区
外
に
滞
在
し
て
い

る
人
が
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
投
票
方
法

「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
通
知
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
投
票
場
所
に
置
い
て
あ

る
「
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
人
、
け

が
や
病
気
な
ど
で
付
き
添
い
が
必
要

な
人
は
、
一
緒
に
投
票
所
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
介
助
が
必
要
な
人
は
、
投

安
心
し
て
投
票
所
へ�

不

在

者

投

票

�

投
票
に
お
出
か
け
の
際
に
は
、

「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
（
東
京
都
知
事
選
挙
の
お
知
ら

せ
は
発
送
済
み
で
す
。
港
区
議
会
議

員
選
挙
の
お
知
ら
せ
は
４
月
１９
日
ご

ろ
発
送
の
予
定
で
す
）。

な
お
、
届
か
な
か
っ
た
り
、
な
く

し
た
場
合
で
も
、
港
区
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
投
票
日
当

日
に
選
挙
権
の
あ
る
人
は
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

今
回
の
選
挙
か
ら
「
選
挙
の
お
知

ら
せ
」
が
は
が
き
サ
イ
ズ
よ
り
大
き

く
な
り
ま
し
た
。

港
区
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
が
あ

港
区
で
投
票
で
き
る
人�

選
挙
の
お
知
ら
せ�

り
、
投
票
日
当
日
選
挙
権
が
あ
る
人

で
す
。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
、

東
京
都
知
事
選
挙
の
場
合

①
昭
和
５８
年
４
月
１４
日
以
前
に
生
ま

れ
、
②
平
成
１４
年
１２
月
２６
日
ま
で
に

港
区
に
転
入
届
出
を
し
、
平
成
１５
年

３
月
２６
日
現
在
、
引
き
続
き
港
区
に

住
ん
で
い
る
（
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
）
人
で
す
。

港
区
議
会
議
員
選
挙
の
場
合

①
昭
和
５８
年
４
月
２８
日
以
前
に
生
ま

れ
、
②
平
成
１５
年
１
月
１９
日
ま
で
に

港
区
に
転
入
届
出
を
し
、
平
成
１５
年

４
月
１９
日
現
在
、
引
き
続
き
港
区
に

住
ん
で
い
る
（
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
）
人
で
す
。

※
最
近
、
住
所
を
移
し
た
人
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

投
票
日
ま
で
に
都
外
へ
転
出
し
た

人
（
東
京
都
知
事
選
挙
）、
区
外
へ
転

票
所
で
遠
慮
な
く
係
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

◎
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
に

車
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
で
記
入
で

き
る
記
載
台
が
あ
り
ま
す
。

◎
け
が
な
ど
で
字
が
書
け
な
い
人
に

係
員
が
決
め
ら
れ
た
手
続
き
に
従

い
、
代
筆
し
ま
す
。
投
票
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
視
覚
障
害
の
あ
る
人
に

点
字
用
の
投
票
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

〔
選
挙
公
報
〕

立
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
、

写
真
等
を
載
せ
て
お
知
ら
せ
す
る
も

の
に
選
挙
公
報
が
あ
り
ま
す
。
東
京

都
知
事
選
挙
の
選
挙
公
報
は
、
４
月

２
日
（
水
）
に
新
聞
折
り
込
み
で
配

布
し
ま
し
た
。

港
区
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

は
、
４
月
２３
日
（
水
）
の
新
聞
（
朝

日
・
読
売
・
毎
日
・
日
本
経
済
・
産

経
・
東
京
）
の
朝
刊
に
折
り
込
ん
で

配
布
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
区
役
所
・
支
所
・
保
健

所
・
福
祉
会
館
・
児
童
館
・
保
育

園
・
図
書
館
な
ど
の
区
の
施
設
に
も

置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
ご
家
庭

に
は
、
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

〔
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
〕

立
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す

る
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
区
内
の

２
５
８
か
所
に
設
け
て
い
ま
す
。

候
補
者
を
知
る
に
は�

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す�

東
京
都
知
事
選
挙
・
港
区
議
会
議

員
選
挙
と
も
に
、
投
票
日
当
日
の
午

後
８
時
４５
分
か
ら
港
区
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
票
し
ま
す
。

●
三
宅
村
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

三
宅
村
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
人

の
た
め
に
、
東
京
都
知
事
選
挙
の
投

票
所
を
、
港
区
内
に
設
置
し
ま
す
。

と
き

４
月
１３
日
（
日
）
午
前
７

時
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ

芝
浦
幼
稚
園
（
芝
浦
３
‐

１
‐
２０
芝
浦
小
学
校
敷
地
内
）

※
投
票
に
お
出
か
け
の
際
に
は
、
投

票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

即
日
開
票
し
ま
す�
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問い合わせ
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

1
内
線
２
７
６
６
〜
９

問い合わせ
三
宅
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

1
５
３
２
０
‐
７
８
７
７

港
区
の
未
来
を
た
く
す
こ
の
一
票

４
月
２７
日
（
日
）

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

港
区
議
会
議
員
選
挙

港
区
議
会
議
員
選
挙

首
都
の
顔
、
私
が
決
め
る
こ
の
一
票

４
月
１３
日
（
日
）

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

東
京
都
知
事
選
挙

東
京
都
知
事
選
挙

東京都知事・港区議会議員選挙の投・開票状況を
ホームページ、iモードおよびファックスでお知らせします
●港区ホームページ
ホームページアドレス http://www.city.minato.tokyo.jp
iモードアドレス http://www.city.minato.tokyo.jp/mobile/index.html

●港区テレホン・ファックスサービス
ファックスの利用方法 FAX付電話から①15472-3710にダイヤル
する②FAXガイド「9」③項目番号「5900（投票状況）、5901（開票状況）」
④「＃」⑤「スタートボタン（手動受信ボタン）」を順番に押し、受話器を
置いてお待ちください。

利用時間
投票状況は午前8時30分以降、開票状況は午
後10時以降の予定です。

問い合わせ
区民広報課広報係　13578-2036

主
　
な
　
内
　
容

港区基本計画
（平成15～20年度）・
実施計画 ………………②・⑦
（平成15～17年度）
を策定しました

子育て支援特集 ………③～⑥

ページ

高
輪
台
小
学
校

芝
浜
校
舎

（
旧
芝
浜
中
学
校
）

三
田
３
‐
５
‐
２４

旧
南
海
小
学
校

今
ま
で
の
投
票
所

新
し
い
投
票
所

10
投
票
区

現在、香港などで確認されている重
症急性呼吸器症候群について、発生が
確認されている地域から帰国した人で、
症状があるなど心配な人は、ご相談く
ださい。
問い合わせ
みなと保健所（保健サービスセンター）

1 3455‐4772

重症急性呼吸器症候群
（SARS）について



2平成15年（2003年）4月11日http://www.city.minato.tokyo.jp

区
で
は
、
新
た
な
基
本
構
想
に
基
づ
く
基
本
計
画
・
実
施
計
画

素
案
を
ま
と
め
、
昨
年
の
「
広
報
み
な
と
」
１２
月
２１
日
号
で
、
区

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
素
案
の
全
文
を

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
電
子
掲
示
板
を
開

設
し
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
１
月
に
は
、
住
民
説
明
会
を
区
内
全
域
で
開
催
す

る
と
と
も
に
、「
区
政
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会
」
や
「
区
長
と
区
政
を

語
る
会
」
お
よ
び
出
前
説
明
会
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
、

区
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
と
ご
意
見
等
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
区
議
会
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
３

月
に
、「
港
区
基
本
計
画
・
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
を
考
慮
し
て
、
新
た
な

基
本
計
画
・
実
施
計
画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

港
区
基
本
構
想
の
将
来
像
「
や
す

ら
ぎ
あ
る
世
界
都
心
・
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
着
実
な
実

施
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
下
図

の
構
成
の
と
お
り
「
か
が
や
く
ま

ち
」、「
に
ぎ
わ
う
ま
ち
」、「
は
ぐ
く

む
ま
ち
」
の
分
野
別
計
画
の
的
確
な

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
６
つ
の
課

題
に
、
緊
急
的
、
重
点
的
、
戦
略
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

基
本
計
画
６
か
年
（
平
成
１５
年
度

〜
２０
年
度
）
の
財
政
規
模
は
、
約
４

千
９
７
２
億
円
で
す
。

６
か
年
の
計
画
事
業
数
は
、
合
わ

せ
て
９５
事
業
、
事
業
費
の
総
額
は
９

３
９
億
円
で
す
。
こ
の
う
ち
新
規
事

業
は
、
４２
事
業
で
す
。
新
規
事
業
の

一
覧
は
、
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 計

画
事
業
数
お
よ
び�

計
画
事
業
費�

財

政

規

模

計

画

の

構

成

�

●
港
区
基
本
計
画
・
実
施
計
画
は
、

５
月
上
旬
か
ら
、区
政
資
料
室（
区

役
所
３
階
）
で
販
売
す
る
予
定
で

す
。
な
お
、
区
政
資
料
室
お
よ
び

区
立
図
書
館
で
、
閲
覧
お
よ
び
貸

し
出
し
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
ま
た
、
基
本
計
画
・
実
施
計
画
の

内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
概
要
版

を
発
行
し
ま
す
。
５
月
上
旬
に
企

画
課
（
区
役
所
４
階
）、
各
支
所
、

区
民
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
会
館
等
区

内
の
主
な
施
設
で
配
布
す
る
予
定

で
す
。

●
基
本
計
画
・
実
施
計
画
の
全
文

は
、
５
月
中
旬
か
ら
、
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る

予
定
で
す
。

基
本
計
画
は
、
港
区
基
本
構
想
の

将
来
像
「
や
す
ら
ぎ
あ
る
世
界
都

心
・
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
の
実
現
に
向

け
、
長
期
的
展
望
に
た
っ
て
、
区
が

取
り
組
む
べ
き
目
標
や
課
題
、
施
策

の
概
要
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
年
次
的
な
事
業
計
画
を

策
定
し
、
基
本
構
想
実
現
の
た
め
の

具
体
的
な
道
筋
を
示
す
も
の
で
す
。

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
示
さ

れ
た
目
標
を
今
後
の
区
政
に
具
体
的

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
達
成
へ

の
道
筋
を
年
次
的
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画
的
な
区
の
行

財
政
運
営
の
指
針
と
す
る
も
の
で

す
。平

成
１５
年
度
か
ら
２０
年
度
ま
で
の

６
年
間
（
前
期
３
年
間
、
後
期
３
年

間
）
を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
事
業
計
画
の
前
期
は
、

年
度
ご
と
の
計
画
を
明
確
に
し
、
こ

れ
を
３
か
年
の
実
施
計
画
と
位
置
付

け
ま
す
。

計

画

の

期

間

�

基
本
計
画
、
実
施
計
画
と
は�

計画（平成15～17年度）を策定しました�

問い合わせ
企
画
課

1
内
線
２
０
９
０

平成15年度�
771億9,800万円�

区　　分�
基本計画（平成15～20年度）�
事業数�

Ⅰ　かがやくまち�
Ⅱ　にぎわうまち�
Ⅲ　はぐくむまち�
Ⅳ　実現をめざして�
　　 合　　計�

34事業�
19事業�
34事業�
8事業�
95事業�

事業費�
454億円�
39億円�
346億円�
100億円�
939億円�

実施計画（平成15・16・17年度）�
事業数�
32事業�
19事業�
29事業�
8事業�
88事業�

事業費�
181億円�
28億円�
66億円�
56億円�
331億円�

前　　　　　　期�
平成16年度�

835億1,500万円�
平成17年度�

795億9,700万円�

後　　　期�
平成18～20年度�
2,569億2,500万円�

合　　　計�

4,972億3,500万円�

財政の規模�

計画計上事業数および事業費�

緊急的、重点的、戦略的に取り組む課題�

分　　野　　別　　計　　画�

実　　現　　を　　め　　ざ　　し　　て�

〈将来像〉やすらぎある世界都心・MINATO

（1）基本構想に基づく諸施策の実効性を担保する� （2）多様な実施主体と協働する� （3）行財政改革を推進する�

1　都心の活力と安全・安心・快適な暮らしを支える�
　　まちをつくる�
（1）多様な人びとがいきいきと暮らせる都市ルール

を確立する�
（2）魅力的な都心生活の舞台をつくる�
（3）世界に開かれた先駆的で活力あるまちの基盤を

整備する�
（4）安全で安心して暮らせる都心をつくる�
（5）住民、事業者、行政の多層的なパートナーシップ

でまちをつくる�
�
2　環境にやさしい都心をみなで考えつくる�
（1）循環型社会の構築による活力ある都心づくりを

進める�
（2）緑や水辺を保全・創造し人や生物にやさしい都心

環境をつくる�
（3）自動車への依存を減らし環境負荷の少ない都心

づくりを進める�
（4）環境に対する意識を高め行動する�

かがやくまち�
（街づくり・環境）�

1　地域の課題を自ら解決できるコミュニティをつくる�
（1）まちづくりを進めるコミュニティを形成する�
（2）多様なコミュニティの構築を支援する�
（3）コミュニティ活動のための多様な場と機会を確保

する�
（4）コミュニティの形成を進める人材や組織の育成を

支援する�
（5）地域活動情報を共有化する�
（6）平和と人権を尊重し、女性と男性が平等に参画す

る社会をつくる�
�
2　港区からブランド性ある産業・文化を発信する�
（1）世界をリードする産業が活躍する場をつくる�
（2）ベンチャー企業やコミュニティ・ビジネスを支援する�
（3）港区の特性を生かした個性ある商業集積の形成

を支援する�
（4）アーバンツーリズム（都市観光）の展開を支援する�
（5）世界に発信できる国際性豊かな文化活動を支援

する�

にぎわうまち�
（コミュニティ・産業）�

1　明日の港区を支える子どもたちを育む�
（1）健やかな子どもの「育ち」を支える環境を整備す

る�
（2）子どもの個性、地域の特性を生かす学校教育を実

施する�
（3）就学前児童ケアサービスを総合的に推進する�
（4）子どもの健康を守る体制をつくる�
�
2　生涯を通じた心ゆたかで健康な都心居住を�
　　支援する�
（1）高齢者や障害者等のゆたかで自立した地域での

生活を支援する�
（2）区民が健やかで安全に暮らすことができるよう努

める�
（3）自己実現を目指す区民の多様な学習活動を支援

する�
（4）豊かで多様な文化に包まれた都市を育む�

はぐくむまち�
（福祉・保健・教育）�

人口の都心回帰への対応と�
新たなコミュニティの形成�

NPO等の多様な�
主体との協働�

「MINATOブランド」�
の発信�

子どもの「育ち」を支える�
環境整備�

地域の潜在的活力を支え�
再生する取り組み�

都心の危機管理�

◆広報「みなと」は新聞（朝日・読売・毎日・日本経済・産経・東京）折り込みです。区役所、支所、福祉会館、区民センターなどの区の施設や、区内の郵便局、公衆浴場
などにも置いてあるほか、希望する区民の皆さんに配達しています。また、「点字広報」、「声の広報」も発行していますので、ご利用ください。



地
域
の
幼
児
が
、
安
心
し
て
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
場
を
提
供
し
た
り
、

保
護
者
同
士
が
つ
な
が
り
を
も
っ
て

育
児
の
話
が
で
き
る
機
会
を
つ
く

り
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
教
育
と
の
関
連
の

中
で
、
幼
児
教
育
の
情
報
提
供
や
育

児
相
談
、
保
育
終
了
後
の
園
庭
開
放

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
各
幼
稚
園
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
（

）。

生
後
１
〜
３
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん

（
第
１
子
）
と
保
護
者
の
集
い
を
行

っ
て
い
ま
す
。保
護
者
同
士
の
交
流
、

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
仲
間
づ
く
り

を
し
て
い
き
ま
す
。
３
回
制
６
コ
ー

ス
、
予
約
制
で
す
。

う
さ
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ�

表
３

幼
稚
園
に
あ
そ
び
に
き
て
ね�

児
童
館
は
、
０
歳
か
ら
１８
歳
未
満

の
児
童
と
、
そ
の
保
護
者
等
が
利
用

で
き
ま
す
。
今
月
か
ら
開
館
時
間
等

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

開
館
時
間

月
〜
金
曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

赤
坂
に
開
設
し
た
児
童
施
設
「
赤

坂
子
ど
も
中
高
生
プ
ラ
ザ
」
は
、
土

曜
・
日
曜
も
含
め
て
午
前
９
時
３０
分

か
ら
午
後
８
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

乳
幼
児
と
保
護
者
向
け
の
活
動

６
つ
の
児
童
館
に
は
、
専
用
の
乳

児
室
が
あ
り
、
い
つ
で
も
利
用
で
き

ま
す
（

★
印
）。

ま
た
、
全
館
で
午
前
中
に
週
２
〜

３
回
、
乳
幼
児
と
保
護
者
の
グ
ル
ー

プ
活
動
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
仲
間

づ
く
り
や
交
流
の
場
と
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
保
護
者
対
象
に
は
、
子

育
て
講
座
や
、
製
作
会
等
を
行
っ
て

表
１

児
童
館
・
児
童
施
設�

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
乳
幼
児
が
参
加
で
き
る

行
事
や
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
各
児
童
館
等
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
（

）。

地
域
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
月
に
１
〜
４
回
程
度
実
施

し
て
い
ま
す
。
園
児
と
遊
び
な
が
ら

お
子
さ
ん
の
成
長
を
確
認
し
た
り
、

保
育
園
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
給
食
を
試
食
で
き
る
日

も
あ
り
ま
す
。
子
育
て
に
不
安
を
持

つ
保
護
者
に
は
、
保
育
園
の
職
員

（
保
育
士
・
栄
養
士
・
看
護
師
）
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。今
年
度
は
、

台
場
保
育
園
で
体
験
保
育
の
実
施
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

内
容
・
実
施
日
は
各
園
で
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
園
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（

）。

表
２

保
育
園
で
あ
そ
ぼ
う�

表
１
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楽しく子育て!  みんなで子育て!
子　育　て　支　援　特　集�

参
加
し
よ
う
・
交
流
し
よ
う�

★青　　山

朝　　日

★飯　　倉

芝 公 園

新　　橋

西 麻 布

★　 芝

★港　　南

高　　輪

豊　　岡

★白 金 台

台　　場

南山学童クラブ

施 設 名

北青山　3－3－16

白　金　4－1－10

東麻布　1－21－2

芝公園　2－7－3

新　橋　6－4－2

西麻布　2－13－3

芝　　5－18－1－102

港　南　4－3－29

高　輪　3－18－15

三　田　5－7－7

白金台　4－8－5

台　場　1－5－1

赤　坂　6－6－14

所　在　地

1 3404―5874

1 3444―1958

1 3583―6355

1 3433―6515

1 3433―4005

1 3409―4921

1 3455―4699

1 3472―8750

1 3449―1642

1 3453―1592

1 3444―1899

1 5500―2363

1 5561―7830

1 3403－9090

電話番号

区立児童館・児童施設表１

★赤坂子ども
中高生プラザ

問い合わせ
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

健
康
推
進
課
地
域
保
健
係

（
三
田
１
‐
４
‐
１０
）

1
３
４
５
５
‐
４
７
７
２

麻　　　布

白　　　金

青　　　山

こ う な ん

飯　　　倉

南　麻　布

志　田　町

南　青　山

西　麻　布

芝

高　　　輪

本　　　村

赤　　　坂

芝　公　園

台　　　場

保育園名

元麻布　3－9－11

白　金　3－10－12

北青山　3－4－14－101

港　南　4－2－3－101

東麻布　1－21－2

南麻布　4－2－29－101

白　金　1－11－16

南青山　1－3－5－101

西麻布　2－13－3

芝　　5－18－1－101

高　輪　3－18－15

南麻布　3－5－15

赤　坂　5－5－26－101

芝公園　2－7－3

台　場　1－5－1

所　在　地

1 3408－4895

1 3441－5076

1 3401－1723

1 3450－3800

1 3583－1786

1 3442－8068

1 3444－7601

1 3401－1650

1 3409－4924

1 3455－4669

1 3449－1641

1 3444－2385

1 3583－2156

1 3438－0435

1 5500－2360

電話番号

区立保育園表２

神　　　明

芝

赤　　　羽

芝　　　浦

高　　　輪

白　金　台

三　　　光

神　　　応

港　　　南

麻　　　布

南　　　山

本　　　村

笄

中　之　町

青　　　南

にじのはし

白　　金

み な と

幼稚園名

浜松町　1－13－1

芝　　2－21－3

三　田　1－4－52

芝　浦　3－1－20

高　輪　2－12－31

白金台　3－7－1

白　金　3－13－8

白　金　6－9－5

港　南　4－3－29

麻布台　1－5－15

元麻布　3－8－15

南麻布　3－9－33

西麻布　3－11－16

赤　坂　9－3－24

南青山　4－18－17

台　場　1－1－5

白金台　5－23－11

芝　　2－25－6

所　在　地

1 3431－1444

1 3456－3073

1 3452－0246

1 3452－0574

1 3447－3356

1 3443－5666

1 3444－4233

1 3446－1550

1 3471－7347

1 3583－1858

1 3408－4785

1 3446－3677

1 3408－7788

1 3405－7619

1 3402－0758

1 5500－2577

1 3441－8497

1 3451－5495

電話番号

区立幼稚園・私立幼稚園表３

私
立 元麻布　3－8－15

南山小学校内

子育てや子どもの成長のためには、多くの人との関係や手助けが不可欠です。
地域で交流して友達をつくったり、一時預かり保育、相談事業など、皆さんの子育てを応援できる
さまざまな取り組みを次の項目に分けて紹介します。

参加しよう・
交流しよう

子育て・子どもの
成長・教育等につ
いての相談

一時的に預ける・
預かる

子育てについて
学ぶ

手当・助成制度を
利用する

発行／港区　編集／政策経営部区民広報課　〒１０５-８５１１　港区芝公園１-５-２５子育て支援特集 1

▲４月１日（火）にオープンした赤坂子ども中高生プラザ
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幼
児
（
４
歳
く
ら
い
ま
で
）
と
保

護
者
が
自
由
に
遊
べ
る
交
流
の
場
で

す
。
親
子
が
孤
立
せ
ず
安
心
し
て
育

児
が
で
き
る
よ
う
、
民
生
･
児
童
委

員
協
議
会
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
育
児
の

不
安
や
悩
み
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
育
児
経
験
者
の
立
場
で
お
受

け
し
ま
す
。
気
軽
に
遊
び
に
来
て
、

保
護
者
同
士
の
交
流
を
深
め
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ�

―
民
生･

児
童
委
員
の
活
動
―�

お
子
さ
ん
の
あ
そ
び
の
広
場
、
保

護
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、
月
曜
日

の
午
後
に
障
害
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

区
立
図
書
館
で
は
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
紙
芝
居
等
を
行
う
「
お
は

な
し
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
工
作
会
、
お
り
が
み
会
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
等
の
子
ど
も
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。

内
容
・
実
施
日
等
、
詳
し
く
は
各

図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。旧

青
葉
幼
稚
園
施
設
を
活
用
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

地
域
で
子
育
て
・
子
育
ち
を
支
え
あ

う
「
地
域
の
共
育
力
」
の
向
上
を
め

ざ
し
、
６
月
９
日
（
月
）
に
開
設
す

る
予
定
で
す
。
特
定
非
営
利
活
動
法

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」�

  

み
な
と
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
事
業�

図
書
館
で
本
に
親
し
む�

あ
そ
び
の
広
場
　
パ
オ�

人
日
本
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
ま
す
。

¡

つ
ど
い
の
広
場
（
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時
３０
分
　
無
料
）

家
庭
の
他
に
も
う
ひ
と
つ
の
親
子

の
居
場
所
と
し
て
気
軽
に
集
い
、
く

つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
が
利
用
で
き
ま
す
。

¡

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
一
時
保
育
（
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
　
１
時
間
８
０

０
円
）

美
容
院
に
行
く
、
ち
ょ
っ
と
気
分

を
変
え
た
い
な
ど
、
理
由
を
問
わ
ず

お
預
か
り
し
ま
す
。

¡

グ
ル
ー
プ
保
育
室
（
午
前
７
時
３０

分
〜
午
後
９
時
　
１
時
間
８
０
０

円
〜
１
２
０
０
円
）

施
設
内
に
グ
ル
ー
プ
保
育
室
を
設

け
、
複
数
の
子
育
て
支
援
士
が
お
子

さ
ん
を
預
か
り
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
今
後
、
子
育
て
支
援
士
の

家
庭
で
も
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す

る
予
定
で
す
。
現
在
、
支
援
士
に
な

っ
て
い
た
だ
け
る
人
を
対
象
に
養
成

講
座
を
順
次
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
他
に
相
談
事
業
や
学
習
会
、

講
座
、
人
材
養
成
事
業
な
ど
も
実

施
し
ま
す
。

「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
の
施
設
内
で
子
育

て
支
援
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
人
の

た
め
の
事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

と
き

４
月
２５
日
（
金
）
①
午
後
１

時
・
登
録
ス
タ
ッ
フ
（
有
償
で
の
活

動
）
②
午
後
３
時
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
無
償
で
の
活
動
）

と
こ
ろ

子

育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」

（
旧
青
葉
幼
稚
園
・
南
青
山
２
‐

２５
‐
１
）

問
い
合
わ
せ

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ

い
・
ぽ
ー
と
」

1
５
７
８
６
‐
３
２
５
０

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
ど
も
家
庭
相
談
員
が
子
ど
も

と
家
庭
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

育
児
に
関
す
る
心
配
や
悩
み
事

（
子
ど
も
の
し
つ
け
や
発
達
）
家
庭

内
で
困
っ
た
こ
と
、
ご
自
身
の
悩
み

（
イ
ラ
イ
ラ
や
落
ち
込
み
な
ど
）、
そ

の
他
ど
の
よ
う
な
相
談
で
も
結
構
で

す
。
ま
た
、
子
ど
も
自
身
か
ら
の
相

談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
心
配
や
悩
み
を
抱
え
込
ま

ず
、
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
子
ど
も
家
庭
相
談
員
が
一
緒
に

考
え
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
他
の
専
門

機
関
の
案
内
や
紹
介
も
し
て
い
ま

す
。

相
談
方
法

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
来
室
相
談
、

親
子
同
室
相
談
等
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
区
内
の
児
童
館
等
の
施
設
に
相

談
員
が
出
張
し
て
相
談
を
お
受
け
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
く
す
く
育
児
相
談

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ

ん
の
発
育
、
発
達
、
食
事
、
心
理
面

や
し
つ
け
に
関
す
る
相
談
、
育
児
中

の
お
母
さ
ん
自
身
の
悩
み
な
ど
、
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
、
心
理
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
身
長
、
体
重

測
定
も
で
き
ま
す
。
予
約
は
不
要
で

す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時

４
月
２４
日
・
５
月
２９

健
　
康
　
相
　
談�

子
育
て
全
般
の
相
談�

日
・
６
月
２６
日
・
７
月
２４
日
・
８
月

２８
日
・
９
月
２５
日
・
１０
月
３０
日
・
１１

月
２７
日
・
１２
月
１８
日
・
平
成
１６
年
１

月
２９
日
・
２
月
２６
日
・
３
月
２５
日

（
木
）
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

相
談
場
所

保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

電
話
相
談

健
康
に
つ
い
て
の
相
談
に
専
門
の

ス
タ
ッ
フ
が
随
時
応
じ
て
い
ま
す
。

歯
科
衛
生
相
談
（
予
約
制
）

５
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に

歯
科
健
診
、
歯
科
保
健
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、
言
葉

が
で
な
い
、
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な

い
な
ど
心
身
の
発
達
に
関
す
る
ご
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
状
況
に
よ
り
、
専
門
医
相
談
や

こ
ど
も
療
育
へ
の
通
園
・
専
門
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
個
別
指
導
・
訓
練
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
母
子
家
庭
に

な
っ
た
母
子
が
、
生
活
の
困
窮
、
児

童
の
養
育
や
教
育
、
住
宅
等
、
家
庭

紛
争
、
就
労
の
問
題
な
ど
経
済
的
な

こ
と
や
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
の
相

談
を
母
子
自
立
支
援
員
が
お
受
け
し

ま
す
。

ひ
と
り
親
に
な
っ
た
直
後
は
、
生

母
子
福
祉
相
談
・�

　
　
児
童
福
祉
相
談�

療
　
育
　
相
　
談�

活
環
境
も
激
変
す
る
こ
と
が
多
く
、

母
子
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
た
め

の
支
援
等
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
、
内
容
に
あ
っ

た
助
言
・
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。施

設
へ
の
入
所
等
の
相
談
や
内
容

に
よ
り
児
童
相
談
所
や
学
校
、
保
育

園
、児
童
館
等
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
登
校
や

集
団
不
適
応
な
ど
、
教
育
に
関
す
る

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
平
成

１４
年
度
の
相
談
件
数
は
、
今
年
２
月

末
現
在
、
電
話
相
談
が
１
３
９
件
、

来
所
相
談
が
２
３
７
３
件
で
す
。

主
な
相
談
内
容

最
も
多
い
相
談
内
容
は
、
不
登
校

に
関
す
る
こ
と
で
、
相
談
件
数
の
約

４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
多
い

の
は
、
友
達
と
仲
良
く
で
き
な
い
・

乱
暴
す
る
・
授
業
中
立
ち
歩
く
な

ど
、
集
団
不
適
応
に
関
す
る
こ
と
で

す
。

来
所
教
育
相
談

相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
祝
日
、年
末
・
年
始
は
除
き
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
お
よ
び
在
学
・
在
勤
者

相
談
の
す
す
め
方

〈
保
護
者
・
大
人
の
場
合
〉

話
を
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
解
決

の
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

〈
子
ど
も
の
場
合
〉

遊
び
や
面
接
を
通
し
て
、
お
子
さ

ん
が
本
来
持
っ
て
い
る
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
き
ま

教
　
育
　
相
　
談�

す
。

相
談
の
手
続
き↓↓↓

電
話
教
育
相
談

教
育
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩

み
に
つ
い
て
、
電
話
で
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

相
談
は
、
匿
名
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
相
談
上
必
要
と
考
え
ら

れ
る
場
合
に
は
性
別
・
学
年
な
ど
を

お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
相
談
は
、
対
象
者
別
に
担
当

が
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
日
時

月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
火
・
木
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
祝
日
、年
末
・
年
始
は
除
き
ま
す
。

対
象

来
所
教
育
相
談
と
同
じ

今
年
度
か
ら
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の

教
育
相
談
員
が
、週
１
回
の
割
合
で
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
各

小
学
校
に
出
向
き
教
育
相
談
を
行
い

ま
す
。
実
施
す
る
日
時
は
、
各
学
校

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
教
育
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

区
立
小
学
校
全
校
で�

教
育
相
談
を
開
始
し
ま
す�

子
育
て
・
子
ど
も
の
成
長
・
教
育
等
に
つ
い
て
の
相
談�

子育て支援特集 2

問い合わせ
図
書
館

み
な
と
（
芝
公
園
３
‐
２
‐
２５
）

1
３
４
３
７
‐
６
６
２
１

三
　
田
（
芝
５
‐
２８
‐
４
）

1
３
４
５
２
‐
４
９
５
１

麻
　
布
（
六
本
木
５
‐
１２
‐
２４
）

1
３
５
８
５
‐
９
２
２
５

赤
　
坂
（
南
青
山
１
‐
５
‐
１５
）

1
３
４
０
８
‐
５
０
９
０

高
　
輪
（
高
輪
１
‐
１６
‐
２５
）

1
５
４
２
１
‐
７
６
１
７

港
　
南
（
港
南
３
‐
３
‐
１７
）

1
３
４
５
８
‐
１
０
８
５

問い合わせ
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
芝
浦
３
‐
１
‐
４７

芝
浦
港
南
支
所
２
階
）

1
３
４
５
６
‐
４
１
５
４

問い合わせ
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

健
康
推
進
課
地
域
保
健
係

（
三
田
１
‐
４
‐
１０
）

1
３
４
５
５
‐
４
７
７
２

問い合わせ
障
害
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
（
芝
１
‐
８
‐
２３
）

1
５
４
３
９
‐
８
０
５
３

問い合わせ
子
育
て
推
進
課

子
ど
も
家
庭
支
援
係

1
内
線
２
４
３
６

相
談
者
が
電
話
で
予
約
し
ま
す

相
談
者
の
都
合
に
合
わ
せ
て
初
回

相
談
日
を
決
め
、
相
談
者
に
連
絡

し
ま
す

来
所
に
よ
り
今
後
の
相
談
の
進
め

方
を
決
め
ま
す
（
初
回
は
原
則
と

し
て
保
護
者
が
来
所
）

継
続
し
て
相
談
す
る
場
合
は
、
週
１

回
１
時
間
程
度
の
来
所
と
な
り
ま
す

問い合わせ
教
育
セ
ン
タ
ー

（
三
田
４
‐
１３
‐
１５
）

1
３
４
５
１
‐
３
２
２
１

○
来
所
教
育
相
談

1
３
４
５
４
‐
６
６
２
５

○
電
話
教
育
相
談

1
３
４
５
２
‐
９
６
３
５

問い合わせ
障
害
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
療
育
係
（
パ
オ
）

（
芝
１
‐
８
‐
２３
）

1
５
４
３
９
‐
８
０
５
５

事業全体の
問い合わせ

事
業
推
進
課1

内
線
２
０
９
２

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ

ー
と
」（
日
本
子
ど
も
Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

1
５
７
８
６
‐
３
２
５
０

問い合わせ
保
健
福
祉
管
理
課
活
動
推
進
係

1
内
線
２
３
８
０

第2月曜

第2火曜

第3火曜

第3金曜

午前10時30分～正午

午前10時30分～午後0時30分

午前10時30分～正午

午前11時～午後1時

午前10時30分～正午

芝児童館
芝5‐18‐1‐102 1 3455‐4699

赤坂子ども中高生プラザ
赤坂6‐6‐14 1 5561‐7830

飯倉児童館
東麻布1‐21‐2 1 3583‐6355

青南福祉会館
南青山4‐10‐1 1 3423‐4920

白金台児童館
白金台4‐8‐5 1 3444‐1899

本村福祉会館
南麻布3‐5‐15 1 3444‐3656

施　設　名 電話番号

4・8月

な　し

4・8月

お休みと　き
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子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
を
対
象

に
、
家
庭
教
育
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
を
含
め
た
学
習
会
を
年
７
コ
ー
ス

程
度
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
が
中
心
と
な
り
、
家

庭
教
育
に
つ
い
て
興
味
や
関
心
の
あ

る
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
家
庭
教
育
学

級
の
企
画
、
運
営
を
行
う
「
区
民
企

画
コ
ー
ス
」
を
開
催
し
、
参
加
者
同

士
の
交
流
や
学
び
を
支
援
し
ま
す
。

※
８
ペ
ー
ジ
の
講
座
・
催
し
物
で

「
２
歳
児
コ
ー
ス
」
の
募
集
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

０
・
２
・
４
・
６
歳
の
子
ど
も
が

い
る
す
べ
て
の
家
庭
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
齢
に
応
じ
た
子
育
て
に
関
す
る

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
、
年

６
回
は
が
き
で
お
送
り
し
ま
す
。

 

ぴ
よ
ぴ
よ
通
信
・
か
も
め
通
信�

・
あ
じ
さ
い
通
信
・
ひ
ま
わ
り�

 

通
信
（
家
庭
教
育
通
信
）�

家

庭

教

育

学

級

�
一時的に預ける・預かる�

子
育
て
に
つ
い
て
学
ぶ�

保育園名

麻　　布

白　　金

青　　山

こうなん

飯　　倉

南 麻 布

志 田 町

電話番号

1 3408-4895

1 3441-5076

1 3401-1723

1 3450-3800

1 3583-1786

1 3442-8068

1 3444-7601

南 青 山

西 麻 布

芝

高　　輪

本　　村

赤　　坂

芝 公 園

台　　場

1 3401-1650

1 3409-4924

1 3455-4669

1 3449-1641

1 3444-2385

1 3583-2156

1 3438-0435

1 5500-2360

区立保育園一時保育実施園別表

保護者の病気、出張、就業時に、または、理由を問わずにお子さんをお預かりします。詳しくは、各担当課または施設にお問い合わせください。
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事業名

みなとほっと
ルーム
（4月14日（月）
から開始）

区立保育園
一時保育

愛星保育園
一時保育

港区乳幼児
ショートステイ

育児サポート
子むすび
（ファミリー・
サポート・
センター）

一時預かり
〈みなと子育て
サポートハウス
事業〉
（6月開始予定）

対象児童年齢

区内在住で
4か月～就学前

区内在住で
4か月～就学前
（麻布保育園は
1歳から）

区内在住で
4か月～就学前

区内在住の
4歳未満児

0歳～
小学校6年生

2か月～

申し込み・問い合わせ

子ども家庭
支援センター
13456-4367
（4月1日から
受付を開始し
ています）

保育課
入園相談係
1内線2449
各区立保育園
（ ）

愛星保育園
13441-5410

子育て推進課
子ども家庭支
援係
1内線2436
社会福祉法人
恩賜財団慶福
育児会「麻布
乳児院」
13446‐5361

港区社会福祉
協議会在宅サ
ービス課
13431-9988

事業推進課
1内線2092

別表

預かり場所

子ども家庭支援
センター
（芝浦3‐1‐47
芝浦港南支所
2階）

区立保育園（ ）

愛星保育園
（高輪1‐27‐40）

社会福祉法人
恩賜財団慶福
育児会「麻布乳
児院」
（南麻布5‐1‐20）

（原則）
協力会員宅

子育てひろば
「あい・ぽーと」
（旧青葉幼稚園・
南青山2-25-1）

別表

預かり理由

理由を問わず

・保護者が出産や
傷病等で通・入
院するとき
・家族の看護や冠
婚葬祭で育児が
できないとき

・保護者の疾病等
やむをえない理
由

・短時間就労
・私的理由
・障害児等の体験
保育

保護者の疾病等や
むをえない理由

・保護者の疾病、
急用等やむを得
ない理由
・保育園、幼稚園、
学童クラブ等へ
の送迎

理由を問わず

利用期間・費用・定員等

月～金曜日午前9時～午後5時
原則4時間まで
1時間500円
1時間12人程度（0歳は1時間3人
まで）

午前7時15分～午後6時15分、延
長保育可（午後7時15分まで）
1日単位で最長1か月まで（日曜・
祝日・年末年始を除く）
1日3,000円（生活保護受給者は免
除）
延長保育料1時間400円
各園1人まで（きょうだいは可）

午前7時～午後8時15分の間の原
則8時間、延長保育可
1日単位で最長原則1か月まで（日
曜・祝日・12月30日～1月3日を除く）
1日2,000円～3,400円（給食代含
む。理由により料金が異なります。
扶助制度があります。）
延長保育料1時間400円
短時間利用の場合は1時間500円
10人程度

原則宿泊1日3,000円
入所時間は午前9時～午後6時、退
所時間は午前9時～午後10時まで
（ただし、午後7時30分～8時30分
の間の退所は不可）
最長連続7日（6泊7日）まで
※生活保護受給世帯は免除、住民
税非課税世帯は1,500円
1日3人

午前7時～午後8時
原則2時間まで
1時間800円（きょうだいの場合
は2人目から400円）

午前7時30分～午後9時
1時間800円～1，200円

申し込み方法等

1か月前より受け付け。子ども家
庭支援センターへ（平日午前9時
～午後5時）。
登録
初回利用時に登録が必要です。

健康保険証をお持ちください。
利用時
申込書にお子さんの様子を記入

していただきます。

利用予定日1週間前より前日まで
（緊急時はご相談ください）に各
区立保育園（ ）または保育課
入園相談係へ（平日午前9時～午
後5時。土曜は受付不可）。
※申し込み理由が確認できる書類
を提出していただく場合があり
ます。

愛星保育園へ（月～土曜日午前9
時～午後6時）。
※申し込み理由が確認できる書類
を持参してください。

子育て推進課へ（平日午前9時～
午後5時）。
土曜日（日曜・祝日を除く）は、
午前9時～午後5時に直接麻布乳児
院へ。
※申し込みには、お子さんの健康
保険証、乳幼児医療証、母子健
康手帳、申し込み理由が確認で
きる書類を持参してください。

育児の手助けが必要な人（利用会
員）と、育児を支援してくれる人
（協力会員）とを結び、子どもの
成長と区民の皆さんの援助活動を
支援する事業です。
利用会員・協力会員・両方会員と
して港区社会福祉協議会に登録し
た上で、ご利用できます。詳しく
はお問い合わせください。

施設および事業の概要等は「広報
みなと」5月21日号で詳しくお知
らせします。

別表

問い合わせ
生
涯
学
習
推
進
課
生
涯
学
習
係

1
内
線
２
７
４
７



外
国
人
登
録
証
明
書

o

厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
年
金
加
入

者
（
公
務
員
以
外
）
…

年
金
加
入
証
明
書

o

平
成
１４
年
１
月
２
日
以
降
港
区
に

転
入
し
た
人
…

平
成
１３
年
中
所
得
を
証
明
す
る

も
の
（
所
得
証
明
書
等
）

助
成
の
範
囲

健
康
保
険
に
よ
る
診
療
・
調
剤
を

受
け
た
と
き
の
医
療
費
の
自
己
負
担

分
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
健
康
保
険
の

適
用
の
な
い
も
の
（
健
康
診
断
・
予

防
接
種
・
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド

代
・
薬
の
容
器
代
等
）
は
助
成
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
の
方
法

○
取
扱
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合

医
療
機
関
（
東
京
都
内
）
の
窓
口

で
、
健
康
保
険
証
と
医
療
証
を
提
示

す
れ
ば
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

申
請
を
し
て
医
療
証
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

助
成
は
、
申
請
の
あ
っ
た
月
の
１

日
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
出
生
・
転
入
の
場
合
は
、
そ

の
日
か
ら
１４
日
以
内
に
申
請
が
あ
れ

ば
、
月
を
ま
た
が
っ
て
い
て
も
出

生
・
転
入
の
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て
は
、
各
支
所
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
（
医
療
証
は
後

日
郵
送
し
ま
す
）。

申
請
に
必
要
な
も
の

o

乳
幼
児
医
療
証
交
付
申
請
書

o

乳
幼
児
の
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
証

o

外
国
籍
の
人
…

区
で
は
、
小
学
校
就
学
前
（
６
歳

に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
３
月
３１

日
ま
で
）
の
乳
幼
児
の
医
療
費
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

対
象保

護
者
・
乳
幼
児
と
も
区
内
に
住

ん
で
い
て
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児

※
次
の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

o

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

o

児
童
福
祉
法
に
定
め
る
施
設
に
入

所
し
て
い
る
人
（
保
育
園
等
、
通

所
利
用
施
設
は
除
く
）

o

里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
人

助
成
を
受
け
る
に
は

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度�
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支
払
わ
ず
に
診
療
・
調
剤
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
入
院
の
場
合
、
入
院
時

食
事
標
準
負
担
額（
１
日
７
８
０
円
）

を
一
度
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
次
の
「
取
扱
医
療
機
関

以
外
で
受
診
し
た
場
合
」
と
同
様
の

方
法
で
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
指
定

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

○
取
扱
医
療
機
関
以
外
で
受
診
し
た

場
合

都
外
、
そ
の
他
医
療
証
を
取
り
扱

っ
て
い
な
い
医
療
機
関
で
受
診
す
る

場
合
は
、
健
康
保
険
の
自
己
負
担
分

を
支
払
っ
た
後
、
受
診
者
名
・
保
険

点
数
・
金
額
・
診
療
年
月
日
の
記
載

の
あ
る
領
収
書
を
受
け
取
り
、
後
日

子
育
て
推
進
課
に
医
療
費
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

医
療
証
の
更
新

医
療
証
は
毎
年
１０
月
１
日
で
更
新

し
ま
す
。
更
新
の
た
め
に
現
況
届
の

提
出
が
必
要
な
人
に
は
、
用
紙
を
７

月
頃
に
お
送
り
し
ま
す
。

届
け
出
が
必
要
な
と
き

次
の
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

o

乳
幼
児
・
ま
た
は
保
護
者
の
住

所
・
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

o

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き

o

医
療
証
を
破
損
し
た
り
な
く
し
た

り
し
た
と
き

こ
の
ほ
か
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に

医
療
費
が
助
成
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か

の
手
当
が
あ
り
ま

す
。
支
給
要
件
の
ほ
か
に
所
得
制
限

等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表

児

童

手

当

等

�

港
区
民
交
流
ガ
ー
デ
ン
事
業
で

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
で
、
６
月
オ

ー
プ
ン
予
定
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ

い
・
ぽ
ー
と
」
で
恵
泉
女
学
園
大
学

の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
と
家
族
が

一
緒
に
野
菜
や
ハ
ー
ブ
を
育
て
る
キ

ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
を
開
始
し
ま
す
。
ヨ

チ
ヨ
チ
歩
き
の
お
子
さ
ん
か
ら
小
学

生
ま
で
、
家
族
で
土
を
耕
し
、
い
い

汗
を
か
い
て
、
お
い
し
い
野
菜
を
育

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

４
月
１９
日
・
５
月
１７
日
・
６

月
２１
日
・
７
月
５
日
（
土
）
午
前
１０

時
か
ら
正
午
ま
で
（
全
４
回
）

と
こ
ろ

旧
青
葉
幼
稚
園

対
象

全
回
参
加
可
能
な
区
民
で
小

学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族

定
員

１０
組
程
度（
電
話
で
先
着
順
）

※
家
族
単
位
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

費
用

１
組
３
０
０
０
円
（
種
代
・

茶
菓
な
ど
実
費
分
）
※
参
加
初
日
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

電
話
で
４
月
１７
日（
木
）

ま
で
の
平
日
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

ま
で
に
、
日
本
こ
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
へ
。

区
内
の
子
育
て
情
報
を
ま
と
め
た

子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
み
ん
な
と

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」
は
、
妊
娠
中
の
人
か
ら

６
歳
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持

つ
保
護
者
を
対
象
に
、
役
に
立
つ
情

報
を
集
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、
お
す
す
め

公
園
ベ
ス
ト
１０
、
子
連
れ
の
お
出
か

け
、
一
時
預
か
り
、
各
種
相
談
、
区

立
小
学
校
い
い
と
こ
自
慢
、
子
育
て

マ
ッ
プ
な
ど
の
ほ
か
、
コ
ラ
ム
な
ど

子
育
て
中
の
人
が
読
ん
で
興
味
深
い

読
み
物
記
事
も
充
実
し
ま
し
た
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
の

視
点
を
大
切
に
す
る
た
め
、
子
育
て

支
援
に
携
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
業
務
を
委

託
し
、
さ
ら
に
、
子
育
て
真
っ
最
中

の
区
民
の
皆
さ
ん
に
記
者
と
し
て
取

材
・
編
集
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
港
区
で
の
楽
し
い
充
実
し
た

子
育
て
ラ
イ
フ
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

①
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
と
、
保

健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
う
乳
幼

児
健
診
の
と
き
に
お
渡
し
し
ま
す
。

②
①
に
該
当
さ
れ
な
い
人
で
ご
希
望

の
人
に
は
、
５
月
１２
日
（
月
）
か
ら

子
育
て
推
進
課
・
保
育
課
（
区
役
所

２
階
）
ま
た
は
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
各
児
童
館
で
配
布
す

る
予
定
で
す
。

配
　
布
　
方
　
法�

手
当
・
助
成
制
度
を
利
用
す
る�

手当名 支　　　給　　　要　　　件

小学校就学前（6歳に達した日以後の、最初の3月31日まで）
の児童を養育している人

18歳に達した日以後の、最初の3月31日までの次に該当す
る児童を養育している人
○父または母が死亡した児童
○父または母に重度の障害がある児童（身障手帳1・2級程度）
○父または母が生死不明である児童
○父または母に1年以上遺棄されている児童
○父または母が法令により1年以上拘禁されている児童
○父母が離婚した児童
○母が婚姻（内縁・事実婚を含む）によらないで懐胎した児童
20歳未満で心身に次の程度の障害がある児童を養育している人
○「愛の手帳」1・2・3度程度
○「身体障害者手帳」1・2級程度
○脳性マヒまたは進行性筋萎縮症
18歳に達した日以後の、最初の3月31日までの次に該当す
る児童を養育している人
○父が死亡した児童
○父に重度の障害がある児童
○父が生死不明である児童
○父に1年以上遺棄されている児童
○父が法令により1年以上拘禁されている児童
○父母が離婚した児童
○母が婚姻（内縁・事実婚を含む）によらないで懐胎した
児童

20歳未満で心身に次の程度の障害がある児童を養育してい
る人
○「愛の手帳」1・2・3度程度
○「身体障害者手帳」1・2級程度

手　当　月　額
対象児童第1子・第2子
5,000円
対象児童第3子以降
10,000円

対象児童1人につき
13,500円

対象児童1人につき
15,500円

平成15年4月現在
（全部支給）
対象児童1人の場合
42,370円
（一部支給）
対象児童1人の場合
42,360円～10,000円
対象児童2人目の場合
5,000円加算
対象児童3人目以降
3,000円加算
（重度の場合）
対象児童1人につき
51,550円
（中度の場合）
対象児童1人につき
34,330円

表

※児童が児童福祉法に定める施設（乳児院等）に入所している場合は対象となりません。
※児童育成手当の障害手当は障害者福祉課の心身障害者福祉手当とは併給できません。

港
区
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク�

〝
み
ん
な
と
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
〞
が
で
き
ま
し
た�

●
産
休
明
け
（
生
後
５７
日
を
過
ぎ
た

翌
月
の
１
日
か
ら
）
実
施
保
育
園

が
３
園
に
な
り
ま
し
た

実
施
園

青
山
保
育
園
、
こ
う
な
ん
保
育
園
、

芝
公
園
保
育
園

●
ワ
ン
モ
ア
保
育
（
午
後
７
時
１５
分

〜
８
時
１５
分
ま
で
の
延
長
保
育
を

２
園
で
実
施
（
試
行
）
し
て
い
ま

す

実
施
園

飯
倉
保
育
園
、
南
青
山
保
育
園

※
利
用
で
き
る
の
は
、
実
施
園
の
在

園
児
の
み
で
す
。

利
用
料

４
０
０
円

児
童
手
当

児
童
育
成
手
当

育
成
手
当

障
害
手
当

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童

扶
養
手
当

子育て支援特集 4

問い合わせ
子
育
て
推
進
課
給
付
係

1
内
線
２
４
３
０
〜
３

問い合わせ
○
キ
ッ
ズ
交
流
ガ
ー
デ
ン
に
つ
い
て

日
本
こ
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

1
５
７
８
５
‐
１
７
９
５

○
港
区
民
交
流
ガ
ー
デ
ン
事
業
に
つ
い
て

事
業
推
進
課

1
内
線
２
０
９
１

親子で土に触れ�
有機野菜育てにチャレンジ！�

第1回「ジャガイモコース」�

キッズ交流ガーデン�
参加者募集�

キッズ交流ガーデン�
参加者募集�

問い合わせ
保
育
課
入
園
相
談
係

1
２
４
４
１
〜
３
・
２
４
４
８
・
９

問い合わせ
事
業
推
進
課

1
内
線
２
０
９
３

打
ち
合
わ
せ
に
参
加
す
る
区
民
の
皆

さ
ん

▼
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大項目

電線類の地中化の推進

水路敷等の通路整備

都市型水害対策の促進

起震車の整備

地域災害情報システムの
整備

ライフスタイルの転換支援

事業所内のごみ減量推進
システム構築の支援

街路灯の省エネ化の推進

エコプラザのNPOによる
管理・運営

生活安全協議会の設置・
活動支援

地域独自ルール創設の支
援

新たなコミュニティ形成
に向けたしくみづくりへ
の支援

交流のための集会・ロビ
ー機能の整備・充実

大道芸人等の活動スペー
スの確保

ITを活用した地域活動情
報の共有化

男女平等に関する条例の
制定

（仮称）子育て王国基金
の設置

創業支援施設の誘致

商店街振興アドバイザー
の派遣

観光ルート等の開発

「（仮称）観光写真コンク
ール」の支援

事　業　名

高齢者、障害者や港区を訪れる人などが気持ち良く安
心して歩けるように電線類の地中化を進めます。

従来から生活道路として利用されてきた水路敷等の通
り抜け通路を土地の移管にあわせ、整備を進めます。

都市型水害対策として、台地部での透水性舗装、透水
性L型側溝、浸透桝、周辺の坂道での横断側溝の設置
など、雨水の分散排水、雨水浸透を促進します。

地震を疑似体験し、震災時の対策として有効な起震車
を買い換えます。その際、天然ガス車を導入します。

災害時の情報連絡網確保、並びに区民等へ災害情報提
供のため、地域や関係防災機関を網羅した、「地域災
害情報システム」を整備します。

区民が、環境負荷の少ない商品を購入するなど、自らの
ライフスタイルを見直していくよう、グリーン・コンシュー
マーの育成をめざし、モニターを募集します。

現在、3,000㎡以上の大規模事業所を対象としている
「再利用計画書」の提出を、1,000㎡以上の事業所に拡
充します。また、事業者間で情報交換ができるよう、
講演会・シンポジウムを開催します。

既存の80W・100Wの水銀灯と同程度の照度が得られ、
消費エネルギーを半分に削減できる42Wの蛍光灯に計
画的に変更し、省エネ化を推進します。

平成18年度エコプラザ本格施設の開設に向けて「NPO
システムによる港区エコプラザ事業計画」を策定する
ため、NPOプロデューサーに情報の収集・課題調査・
分析等を委託するものです。

地域での生活の安全確保および犯罪の防止に向けた、
自主的な取り組みの協議や活動する場として協議会を
設置するとともに基金を創設し活動を支援します。

地域住民が良好なまちづくりにむけて、その地域に効
力のある独自ルールを設定しようとする場合、地域住
民自らが決めるルールづくりを奨励し支援します。

新たなコミュニティ形成や活性化を促進するため、エ
コマネー（地域通貨）や地域美化アドプト制度（※1）
などのしくみづくりを支援します。

地域で活動しているコミュニティ団体の日常的な交流
やコミュニケーションの促進を図るため、各地域に集
会・ロビー機能を整備・充実します。

大道芸人等のアーティストが気軽に発表できる場を提
供し、活動を支援します。

地域のコミュニティ活動の促進・活性化を図るため、
コミュニティ情報の収集と発信により情報の共有化を
推進します。

男女平等を推進する条例を制定し、区・区民・事業者
それぞれの責務を規定することにより、家庭･学校･職
場･地域社会などあらゆる面での男女平等を推進しま
す。

仕事と子育ての両立を支援するとともに、子どもたち
の健やかな育ちを支えていくため、基金を設置し、安
心して子育てができる環境を整備します。

学校跡地等を活用し、起業家精神の醸成や起業を志す
人への支援を行うインキュベーション施設（創業支援
施設）の誘致を行います。

地域特性と個性を生かした魅力ある商店街の形成を促
進するため、専門コンサルタントが商店街を巡回し、
各種相談に応じ商店街活性化のためのアドバイスを行
います。

区内産業を観光資源としての活用、名所・旧跡・美術
館等の掘り起こしおよび再開発地域等新たな観光資源
を発掘するための調査を港区観光協会と協力して行
い、観光ルート等の開発および観光情報の充実を図り
ます。

多くの観光客を招き入れるために港区観光協会が主催
する「（仮称）港区観光写真コンクール」を支援し、
新たな観光資源の発掘および観光情報の充実を図りま
す。

事　業　内　容 大項目 事　業　名 事　業　内　容

コース別授業の実施

小・中学生海外派遣事業
の実施

全小学校へのスクールカ
ウンセラーの配置

学校歴史資料室の設置

教育センターの整備

幼稚園と保育園との連
携・一元化

痴呆性高齢者グループホ
ームの整備

介護保険サービスの質の
向上

利用者支援と相談・苦情
解決システムの充実

精神障害者地域生活支援
センターの設置

「健康みなと21」の策定

健康危機管理マニュアル
の策定

健康危機管理システムの
整備

保健所の再編整備（新し
い保健所の整備）

スポーツ施設の整備

総合型地域スポーツクラ
ブの設立

新図書館システムの整備

みなとパートナーズ基金
の設置

NPOハウスの設置

公共施設の計画的・効率
的保全の推進

地域情報基盤整備の推進

基礎学力の向上と個性の伸長を図るため、学習集団を
弾力的に編成し複数の教員が指導計画・学習指導案の
作成や教材開発、評価活動を行い、きめ細かな指導を
協働で行うコース別授業を実施します。

港区立小中学校では、異文化理解を深め、自国の文化
を尊重する態度を育成するために、実践的な国際理解
教育の一環として、各校の代表児童生徒を海外に派遣
する「小・中学生の海外派遣事業」を実施します。

不登校児童生徒の対応をはじめ、子どもや保護者の悩
み、教師に対する相談に対応するため、全小学校を対
象にした「小学校スクールカウンセラーの配置」を実
施します。

統合となった学校の資料を総合的に保存・管理し、広
く区民に公開・展示し活用するため、学校歴史資料室
を新郷土資料館および教育センターとの複合施設とし
て整備し、各施設機能との連携・協力を図ります。

21世紀新生教育プランの実現に向け、教育相談、教職
員研修、教育情報センタ－、学校史の展示公開等を効
率的・効果的に実施できる施設を整備します。併せて、
郷土資料館等の施設と連携・協力し、「総合的な学習
の時間」の促進を図ります。

近年における少子化の進行、女性の社会進出など就労
形態の変化に伴う保育ニーズの多様化に対応するた
め、子育て支援策の一環として、幼稚園と保育園の機
能を備えた幼児施設を設置します。

安定状態にある痴呆の要介護高齢者のために、入浴、
排泄、食事等の日常生活上の世話や機能訓練を受け、
少人数で共同生活をおくる痴呆性高齢者グループホー
ムを3館整備し、入所定員数72人を確保します。

介護保険サービスの質の向上を図るために、区独自の
サービス評価を実施するとともに、事業者が第三者評
価を積極的に受けられるよう支援します。

利用者への支援を図るため、利用者がサービスを適切
に選択できるよう区民への情報提供を充実します。

精神障害者に関する問題全般についての相談、指導、
助言、関係機関との連絡調整を行い、精神障害者の社
会復帰と自立と社会参加の促進を図ることを目的とす
る精神障害者地域生活支援センターを整備します。

国の「健康日本21」の趣旨を踏まえ、区民やサービス
を提供する関係者等と協働して健康づくりの目標と具
体的な活動プランを策定します。

大規模な食中毒や感染症の発生など、生命と健康が脅
かされるような健康危機が発生した場合でも、迅速か
つ的確な対応ができるよう、港区の実情に合った健康
危機管理マニュアルを策定します。

健康危機に対応し、迅速で的確な情報の収集・発信を
行うため、IT機能等を整備します。

生活衛生センター、保健サービスセンター、健診セン
ターを統合し、新たな機能を備え、対人保健サービス
部門と対物保健サービス部門が一体となって総合的に
取り組める地域保健の拠点（保健所）を設置します。

区民が身近なところで、年齢や健康の程度に応じてス
ポーツを楽しめるスポーツ施設を整備します。またス
ポーツセンターについては、2期計画として中央棟・
アリーナ棟の改築に取り組みます。

地域スポーツ振興組織を総合型地域スポーツクラブに
発展させるため、クラブハウスの設置、スポーツ指導
者の育成等、設立に向けて支援します。

インターネットを通じて、図書館資料の検索・予約等
ができるようにします。

公共および公益活動の促進を目的とした寄付金の受け
皿として基金を設置します。また、この基金を財源と
し、NPO活動助成事業を実施します。

NPO支援および協働のため旧三河台中学校を活用した
暫定施設から、本格施設を整備します。

公共施設の保全を計画的、効率的に実施します。

ケーブルテレビの幹線ケーブル設置地域の拡張と、加
入の促進を支援して地域情報基盤整備を推進します。

●新規事業概要　　　　　　42事業 224億8,100万円
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※1．地域美化アドプト制度： 区民が具体的な対象地域を定め、団体名を明らかにして河川清掃や街路清掃などの美化活動を行うことを宣言し実践する仕組みのこと。
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み

電
話
で
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
へ
。
1
３
４
５
６
‐
４
１
５
９

●
港
区
環
境
影
響
調
査
実
施
要
綱
に

基
づ
く
事
後
調
査
報
告
書
（
供
用

後
）
の
閲
覧

事
業
名
（
仮
称
）芝
三
丁
目
共
同
ビ

ル
計
画「
芝
公
園
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
」

閲
覧
期
間

４
月
１１
日（
金
）〜
２５
日

（
金
）
※
閉
庁
日
を
除
く
　
閲
覧
場

所

環
境
課（
区
役
所
５
階
）
・
各

支
所
・
み
な
と
図
書
館

問
い
合
わ
せ

環
境
課
環
境
影
響
調

査
担
当

1
内
線
２
４
９
５

●
は
り
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

と
き

５
月
１３
・
１４
日
（
火
・
水
）

と
こ
ろ

西
麻
布
福
祉
会
館
　
対
象

６５
歳
以
上
の
区
民
　
定
員

６０
人

費
用

１
０
０
０
円

申
し
込
み

電
話
で
４
月
１５
日（
火
）

ま
で
に
西
麻
布
福
祉
会
館
へ
（
土
・

日
を
除
く
）。1

３
４
８
６
‐
９
１
６
６

●
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
見
学
会

患
者
さ
ん
が
病
院
で
、
快
適
に
過

ご
す
お
手
伝
い
を
す
る
活
動
を
見
学

し
ま
す
。

と
き

４
月
１６
日
（
水
）
午
前
９
時

３０
分
〜
１１
時
３０
分
　
と
こ
ろ

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
関
東
病
院
（
品
川
区
東
五

反
田
５
‐
９
‐
２２
）
対
象

病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
６５
歳

ぐ
ら
い
ま
で
の
人
　
定
員

５
人

（
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
先
着
順
）

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
港
区
社
会
福
祉
協
議
会
港
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
。

1
３
４
３
１
‐
２
０
８
１

FAX
３
４
３
８
‐
２
７
５
５

●
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取

（
公
聴
会
）
の
開
催

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使
館
建
設

工
事
に
伴
う
建
築
基
準
法
第
４８
条
第

１３
項
の
規
定
に
基
づ
く
公
開
に
よ
る

意
見
の
聴
取
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
人
は
、
３
日
前
ま
で
に
意
見
の

要
旨
、
住
所
、
氏
名
等
を
区
長
に
書

面
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き

４
月
１６
日（
水
）午
前
１０
時

と
こ
ろ

区
役
所
９
階
会
議
室
　
対

象
計
画
建
物

所
在
地

南
麻
布
四

丁
目
一
三
五
番
二
十
ほ
か
　
名
称

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使
館
建
設
工

事

許
可
を
要
す
る
用
途

第
一
種

中
高
層
住
居
専
用
地
域
内
の
事
務
所

問
い
合
わ
せ

建
築
課
調
査
係

1
内
線
２
２
８
７

●
「
共
に
生
き
る
み
ん
な
の
歌
と
踊

り
の
つ
ど
い
」
実
行
委
員
の
募
集

７
月
５
日（
土
）に
麻
布
区
民
セ
ン

タ
ー
で
、
障
害
者
の
皆
さ
ん
と
共
に

歌
や
踊
り
を
参
加
者
全
員
で
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
準
備
、
当
日
の

進
行
を
担
当
す
る
実
行
委
員
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
ま
す
。

内
容

企
画
、
当
日
の
進
行
（
司
会
、

照
明
、
音
響
、
受
付
他
）
※
実
施
ま

で
に
５
回
程
実
行
委
員
会
（
夜
間
）

が
あ
り
ま
す
。

第
１
回
会
議

と
き

４
月
１７
日

（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時
　
と
こ
ろ

芝
公
園
福
祉
会
館

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
４
月
１６
日
（
水
）
ま
で
に
港

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
。

1
３
４
３
１
‐
２
０
８
１

FAX
３
４
３
８
‐
２
７
５
５

●
「
学
校
給
食
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」
の
開
催

と
き

４
月
１６
日
（
水
）
午
後
６
時

３０
分
　
と
こ
ろ

区
役
所
９
階
会
議

お
知
ら
せ�

講
座
・
催
し
物�

※
費
用
の
表
記
が
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
無
料
で
す
。

※
区
役
所
へ
の
郵
便
は
、
郵
便
番
号

と
宛
て
先（
〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所

○
○
課
）で
届
き
ま
す
。

※
講
師
等
の
氏
名
の
敬
称
は
、
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
FAX
３
５
７
８
‐
２
０
３
４
へ
。

「
の
び
や
か
な
心
を
見
つ
め
る
」

レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン

日
本
協
会

上
遠
恵
子

「
親
子
で
作
ろ
う

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
！
」

芸
術
教
育
研
究
所菊池

貴
美
江

「
遊
び
と
し
つ
け

〜
遊
び
編
〜
」

育
児
カ
レ
ッ
ジ

志
田
紀
子

「
遊
び
と
し
つ
け

〜
し
つ
け
編
〜
」

育
児
カ
レ
ッ
ジ

志
田
紀
子

と

き

内

容

・

講

師

5月31日
（土）

6月4日
（水）

5月21日
（水）

5月14日
（水）

午前10時～11時30分

港
区
役
所
南
側
入
口
前

芝
浦
公
園

泉
岳
寺
前
児
童
遊
園

高
橋
是
清
翁
記
念
公
園

有
栖
川
宮
記
念
公
園

配
布
日
時

配

布

場

所

午前
9時30分
～11時

午後
1時30分
～3時

午前
9時30分
～11時

午後
1時30分
～3時

午前
9時30分
～11時

5/29（木） 5/28（水） 5/27（火）

保 健 だ よ り

＜　　　　　　　　　　　　＞みなと保健所
各センターの所在地

生活衛生センター 六本木5 -16-45
保健サービスセンター　　　 三　田1 - 4 -10
健診センター（健診時のみ開場） 赤　坂4 -18-13

休日診療 診療時間　　　　は午前9時～午後 5 時
診療時間　　　　は午後5時～午後10時★

麻布十番3－11－12

赤坂 2－17－17

南青山1－17－4

三田 5－9－14

白金台1－1－50 都ホテル東京地下1階

白金 1－3－2

六本木4－12－4 アドバンテージ飯田ビル4階

芝大門 1－3－5 ゲイブルビル3階

芝5－3－10

小田原医院（内）

赤坂病院（内・外）

浅川歯科医院（歯）

★滝川内科診療所（内）

都ホテル東京メディカルクリニック（内・外）

西原病院（外・内）

飯田歯科医院（歯）

萩原歯科医院（歯）

★奥山三田医院（内）

1 3451－4595

1 3585－0600

1 3403－3732

1 3453－4755

1 3473－1651

1 3440－2531

1 3401－9616

1 3432－5870

1 3451－7652

1 3455－4927三田1－4－10
保健サービスセンター3階港区休日歯科応急診療所

※電話不通の場合は、下記の診療案内へ

診療
案内

東京消防庁テレホンサービス
1 3212－2323（毎日24時間）
短縮ダイヤル「♯7119」

1 5272－0303（毎日24時間）

休日 1 3432－0748（午前9時～午後2時）
夜間 1 090－3690－3102（通年終夜）

東京都保健医療情報センター

港区休日くすり（処方せん調
剤）何でもテレホン

薬の
相談

４
月
１３
日（
日
）

４
月
２０
日（
日
）

●骨粗しょう症健診
と　　き

と こ ろ

内　　容

対　　象

定　　員

申し込み

5月8日（木）午後1時15分～2時30分

保健サービスセンター

問診・身長体重計測・骨密度測定、診断・

保健栄養指導

18歳以上の区民

※現在骨粗しょう症で治療中の人は、ご

遠慮ください。

35人

電話で、4月11日（金）から健康推進課

健康づくり係へ。（保健サービスセンター）

13455－4928

受付時間：午前9時～午後5時

● 離乳食つくり方講習会
と　　き

と こ ろ

内　　容

対　　象

定　　員

申し込み

5月7日（水）午後1時30分～2時30分

保健サービスセンター

離乳食のつくり方（話・調理実演・試食）

区内在住3～5か月位までの赤ちゃんと

保護者

15組（電話で先着順）

電話で、健康推進課地域保健係へ。

（保健サービスセンター）13455－4772

●栄養講習会
と　　き

と こ ろ

内　　容

対　　象

定　　員

申し込み

5月13日（火）午後1時30分～3時30分

保健サービスセンター

骨コツとろうカルシウム

区内在住・在勤者

30人（電話で先着順）

電話で、健康推進課地域保健係へ。

（保健サービスセンター）13455－4772

●各種検診
検 診 名

と　　き

定　　員

対　　象

と こ ろ

申し込み

胃・大腸がん検診 肺がん検診

5月22日（木）

午前9時～10時

10人

35歳以上の区民

東京都予防医学協会〔保健会館〕 【JR・地下鉄市ヶ谷駅徒歩5分】

電話で4月11日（金）から、健康推進課健康づくり係へ。
（保健サービスセンター）13455－4928 受付時間：午前9時～午後5時

40歳以上の区民

10人 10人

午前9時～10時 午前10時～11時

5月23日（金）

10人 10人

午前9時～10時 午前10時～11時

5月26日（月）

10人 10人

午後1時～2時午後2時～3時

5月21日（水）

10人 10人

午後1時～2時午後2時～3時

5月28日（水）

●ぜん息児童水泳訓練教室参加者募集
水泳指導員による正しい呼吸法の習得、体力の向
上および健康の回復を図ることを目的とします。

と　　き

と こ ろ

対　　象

定　　員

申し込み

6月4日（水）・6日（金）・10日（火）・13日

（金）・18日（水）・24日（火）

午後3時30分～5時30分

障害保健福祉センター

区内在住の小学校就学1年前から小学校

6年生のぜん息児童

35人（抽せん）

電話で4月25日（金）までに、保健予防課

公害補償係へ。

（保健サービスセンター）13455－4773

古紙配合率100%再生紙を使用しています。�
白色度70%


